
第１回富士川町男女共同参画推進委員会 

 

 

日 時：令和４年６月２日（木） 

午前１０時３０分から 

場 所：役場本庁舎１階会議室 

 

 

次      第 

 

 

１．はじめのことば 

 

 

２．委員長あいさつ 

 

 

３．町長あいさつ 

 

 

４．議事 

 

（１）令和３年度の計画進捗状況について 

（２）令和４年度の活動計画について 

（３）県立男女共同参画推進センターについて（新ぴゅあ峡南） 

（４）その他 

 

 

５．その他 

 

 

６．おわりのことば 

 

 



第二次男女共同参画基本計画　取組状況（令和３年度） 別紙１

計画ﾍﾟｰ
ｼﾞ

基本
目標

取組
目標

項　　　　　　目 担当課
令和７年度

目標値
令和３年度末

現状値 取組状況、目標値に対する評価、次年度へ向けてのコメント　等

10 1 (1)
男女共同参画推進に関する講座
等の年間開催数

政策秘書課 2回 0回

　ぴゅあ峡南の出前講座を利用し、毎年度1回講演会を実施してきたが、令
和3年度は新型コロナウイルス感染症拡大の状況を考慮し、開催できなかっ
た。
　県立男女共同参画推進センター主催の講演会やイベント等は、広報「ふじ
かわ」に掲載するなど積極的に情報発信した。
　今後は、町内各種団体や各地区等との共催による催しを検討していく。

10 1 (1)
男女共同参画推進センターの講
座等の年間参加者数

政策秘書課 100人 68人
　広報ふじかわやくらしのカレンダーに、講座等の案内を掲載し広く周知を
図った。

10 1 (1)
広報誌への男女共同参画に関
する記事の年間掲載数

政策秘書課 12回 12回
　男性育休、家事に関すること、女性管理職の話題など、様々なテーマで啓
発記事を掲載することができた。引き続き、毎月掲載し、意識啓発を図ってい
きたい。

11 1 (2)
男女共同参画推進に関する研修
会等への保育士の参加率（年
間）

子育て支援課 10.0% 0.0%
 令和3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の為、研修会への参加は厳
選し、時期により、オンライン参加を主流とした為、参加を控えた。今後は、感
染状況によるが、参加を希望したい。

11 1 (2)
男女共同参画推進に関する研修
会等への教職員の参加率（年
間）

教育総務課 30.0% 5.5%
　年度内において、各校１名は参加出来るものの、教職員の多忙化が解消さ
れない状況では、複数の教職員が参加することは困難である。

11 1 (2) 男女混合名簿実施保育所数 子育て支援課 全保育所 全保育所 　町立の全保育所において実施済である。

11 1 (2) 男女混合名簿実施小・中学校数 教育総務課 全学校 全学校 　全学校において実施済である。

11 1 (2)
性別により限定されない制服の
導入に関する検討年間実施回数

教育総務課 3回 2回 　新中学校開校に向けての検討会が開かれた。
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計画ﾍﾟｰ
ｼﾞ

基本
目標

取組
目標

項　　　　　　目 担当課
令和７年度

目標値
令和３年度末

現状値 取組状況、目標値に対する評価、次年度へ向けてのコメント　等

11 1 (2) 国際交流事業の年間実施回数 政策秘書課 年8回 年2回

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ふれあい交流事業（茶道体験、
英語にふれよう、キムチ作り教室）は開催できなかった。
　作文絵画コンテストは実施し、月３回程度年間を通して実施していた日本語
教室は、感染の状況に応じて回数を減らして実施した。
　今後は新規事業も開催を検討しており、多彩な事業展開により国際交流の
促進を図っていく。

15 2 (1)
自治会・各種団体等との共催に
よる男女共同参画に関する講座
等の年間実施回数

政策秘書課 1回 0回
　新型コロナウイルス感染症拡大の状況を考慮し、実施することができな
かった。令和４年度は、各種団体等への声掛けを行い、共催の事業を実施し
たい。

15 2 (1)
自治会・各種団体等の運営に関
するアンケートの年間実施回数

政策秘書課 1回 0回
　令和3年度は実施することができなかった。令和4年度は、各種団体等との
共催の事業を実施する中で、併せてアンケートによる住民意識調査も実施し
たい。

16 2 (2)
防災会議委員（８号委員：自主防
災組織及び学識経験者）への女
性登用率

防災交通課 50.0% 50.0%
　８号委員２名のうち、１名が女性であり目標値は達成できている。今後も女
性を登用していく。

16 2 (2) 消防委員への女性登用率 防災交通課 30.0% 30.0%
　消防委員10名のうち、３名が女性であり目標値は達成できている。今後も
女性を登用していく。

16 2 (2)
災害時における各長期避難所運
営本部への女性配置

防災交通課 100% －
　令和３年度は、災害に伴う長期避難所の開設はなかった。避難所の開設や
運営は、避難所開設・運営マニュアルに基づき実施することとなるが、訓練開
催時には、運営本部への女性配置を促していきたい。

16 2 (2)
消防団各分団への女性消防団
員の配置人数

防災交通課 各分団2人 0.0%

　各分団への女性消防団員の配置はなかった。「消防団は男性」というイメー
ジが払拭できていない。女性でも活動できるとのPR方法を研究するとともに、
現在の広報啓発班に属する女性団員に、分団への配置について理解を求め
て、配置を促したい。



計画ﾍﾟｰ
ｼﾞ

基本
目標

取組
目標

項　　　　　　目 担当課
令和７年度

目標値
令和３年度末

現状値 取組状況、目標値に対する評価、次年度へ向けてのコメント　等

16 2 (2)
防災に関する講座等への年間女
性参加者数

防災交通課 10人 2人
　地域防災に関する講座に男女共同参画推進委員2人が参加した。
　コロナ禍のため、講座などの開催が少なく、目標達成には至らなかった。今
後は、女性の参加者の増加を目指し、PR方法を研究したい。

24 3 (1)
行政委員・審議会等委員への女
性登用率

②別表（審議会等
委員）

30.0% 24.4%

　令和元年度 21.8%、令和2年度 23.7%、令和3年度 24.4%となり、少し
ずつではあるが上昇している。
　町職員が委員選定の際に目標値を意識することが重要になってく
るので、今後も積極的に庁内の啓発を図っていく。

24 3 (1)
女性活躍推進に関する講座等の
年間参加者数

政策秘書課 10人 15人
　県主催の講座に男女共同参画推進委員15人が参加した。（ズーム参加も
含む）

25 3 (2)
男性が参加対象の栄養教室の
年間開催数

福祉保健課 4回 0回
　新型コロナウイルスのため、人を集めての調理が難しく教室を開催できな
かった。

25 3 (2) 両親学級の年間開催数 子育て支援課 6回 6回
　女性だけでなく、男性も子育てに積極的に参加できるよう、出産前の夫婦を
対象に隔月で教室を開催した。今後も夫婦で協力して子育てしていけるよう、
引き続き教室の中で支援していく。

25 3 (2) 育児教室の年間開催数 子育て支援課 110回

すこやか教室10回

離乳食教室6回
児童センター子育

て教室17回

　R3年度は感染症拡大防止のため、計画通りに実施できない教室もあった。
感染対策を徹底しながら、コロナ禍でも実施可能な内容で教室開催していく。
　ぴよぴよクラブ（乳幼児親子対象の各種イベントや勉強会）の子育て教室
は、新型コロナウイルス感染拡大の状況を考慮し、人数制限や消毒作業等
をしながら、１７回開催した。６・８・１・２・３月は中止した。

25 3 (2)
両親学級への父親参加率（年
間）

子育て支援課 90.0% 89.5%
　出産前に、夫婦で子育てについての知識や技術を習得できる機会となって
いる。父親の参加も多く、夫婦で協力していくことの意識が高くなっている。

25 3 (2)
育児教室への父親参加率（年
間）

子育て支援課 5.0% 0.9%
　平日開催であることから父親の参加は難しい状況である。（母子保健）
　延べ参加者４６８人中、父親参加は延べ４名。参加率は低かった。（児童セ
ンター）
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計画ﾍﾟｰ
ｼﾞ

基本
目標

取組
目標

項　　　　　　目 担当課
令和７年度

目標値
令和３年度末

現状値 取組状況、目標値に対する評価、次年度へ向けてのコメント　等

31 4 (1)
DVに関する講座等への年間参
加者数

福祉保健課 10人 3人
　１１月１９日　男女共同担当２人。福祉保健課１人参加。コロナ感染症の状
況を見ながら参加していく。

31 4 (1)
広報誌へのDVに関する記事年
間掲載回数

福祉保健課 2回 2回
　男女共同参画担当、R３．１０月・１２月に実施。
　毎年掲載を行い周知していく。

31 4 (1) DVに関する窓口周知媒体数 福祉保健課 4種類 2種類
　暮らしのカレンダー、ホームページでは、周知を行っているが、他の媒体の
活用ができていない。

32 4 (2) 不妊治療年間補助件数 子育て支援課 20件 17件
　補助件数は、年々増加している。R4年度から保険適応となるが、今後も申
請者には助成し、経済的負担の軽減を図っていく。



　

　

　審議会等委員女性登用率

別表

№ 名称 総数 うち女性数 女性比率

1 教育委員 5 1 20.0%

2 選挙管理委員 4 2 50.0%

3 公平委員 3 1 33.3%

4 監査委員 2 0 0.0%

5 固定資産評価委員 3 0 0.0%

6 農業委員 14 1 7.1%

7 農地利用最適化推進委員 8 0 0.0%

8 消防委員会委員 10 3 30.0%

9 都市計画審議会委員 9 0 0.0%

10 町営住宅管理運営委員会委員 8 1 12.5%

11 環境衛生委員会委員 16 1 6.3%

12 国民健康保険運営協議会委員 12 3 25.0%

13 男女共同参画推進委員 10 6 60.0%

14 児童センター運営委員 15 5 33.3%

15 子ども子育て会議委員 17 11 64.7%

16 スポーツ推進委員協議会委員 21 2 9.5%

17 社会教育委員 15 3 20.0%

18 奨学金審議会委員 6 0 0.0%

19 文化財保護審議会委員 10 2 20.0%

20 公民館運営審議会委員 15 3 20.0%

21 介護保険運営協議会委員 9 2 22.2%

22 地域包括支援センター運営協議会委員 9 5 55.6%

23 個人情報保護審査会・情報公開審査会委員 5 2 40.0%

24 行政不服審査会委員 5 2 40.0%

25 要保護児童対策地域協議会委員 23 8 34.8%

26 景観審議会委員 12 3 25.0%

27 環境審議会委員 12 1 8.3%

28 住民評価委員会委員 5 1 20.0%

283 69 24.4%合計




















